
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●形式 オープンエアー・静電/ダイナミック・ハイブリッド方式 
ステレオヘッドフォン 

●ドライバーユニット 高音域：セルフ・バイアス式静電型(SBESL™) 
低音域：ダイナミック型 52mm ネオジム・マグネット 

●再生周波数帯域 5Hz〜40,000Hz 
●公称インピーダンス 26Ω 
●感度 103dB(@1Vms) 
●最⼤⼊⼒ 200mW 
●コネクタ 6.3mm ステレオ標準プラグ(⾦メッキ・ストレート型) 
●ケーブル ケーブル⻑ 3m 着脱式 
●重量 440g(ケーブル含まず) 
●付属品 6.3mm ステレオ標準プラグ 

→3.5mm ステレオミニプラグ変換アダプター 
 

ENIGMAcoustics は、オーディオファイルの感性に
かなう高品位なスピーカー・システムの設計・製造を
目指し、2010年アメリカ・カリフォルニア州 アーヴァ
インで設⽴。 
 
・「Sopranino」 
同社の名をオーディオ界で広く知らしめる事となった
ハイエンド・オーディオシステム用スーパーツイーター。 
同社特許 SBESL™テクノロジーを用いた、外部電
源を必要としない画期的な製品です。 
 
 
「Sopranino」で培われたテクノロジーをヘッドフォン
に応用・昇華させた製品が、「Dharma D1000」
です。 
 
また、「Sopranino」で採用された美しいガラス筐
体を使い、⼊⼒段に真空管を採用したハイブリッ
ド・ヘッドフォンアンプ「Athena A1」もラインナップし
ています。 

◆ENIGMAcoustics 社 

〒162-0042 
東京都新宿区早稲田町 70-8 
03-5272-4211 www.noahcorporation.com 

◆Specifications 

●本カタログの記載内容は 2015 年 12 月現在のものです。 
●仕様及び外観は予告なく変更される場合がありますのでご了承ください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ENIGMAcoustics はリスナーが音楽を楽しみ、深く味わい、周囲の環境や 
喧噪に影響されることなく、落ち着いた平静な時間を過ごせるようなヘッドフォン 
設計を目指しました。 
 

音楽に浸る甘美な時間はまさに“禅”により得られる無我の境地。 
このヘッドフォンの名前に“禅”を追及する禅宗の開祖である“達磨”にちなんだ 
“Dharma(ダーマ) ”と名付けました。  
ENIGMAcoustics 初となるヘッドフォン“Dharma D1000”は、ヘッドフォンの 
新たな境地を開きます。 

“Dharma D1000”には、ENIGMAcoustics の特許である、SBESL™テクノロジーが採用されています。 

これは、静電(エレクトロスタティック/コンデンサー)型ながら外部電源が不要という独⾃の技術です。 

人間の毛髪の太さの数十分の 1 という薄くて軽量なダイアフラムを電⼦飽和状態にし、それ⾃⾝で 

電界を作る事が出来る Self-Biased-ElectroStatic-Loudspeaker(セルフ・バイアス式静電スピーカー) 

テクノロジーです。 
 
従来の静電型と違い外部電圧による『一定の電圧』ではなく『一定の電界』を持っており、そのうえ従来型は 

ダイアフラムに導電性があるのに対し、SBESL™フィルムのダイアフラム⾃体は非導電性であるため、 

「混変調歪」の問題は一掃されます。 

“Dharma D1000”はこの SBESL™を高域に、ダイアフラムに和紙を用いた 52mm のダイナミックドライバー

を低域に使用することで、幅広い再生帯域をカヴァーしています。 

ハウジングに使用されている ENIGMAcoustics のロゴが⼊ったアルミ製パンチングメタルは剛性に優れ、 

オープンエアー型とすることで内部の共鳴を無くし、⾃然な広がりの音場表現とクリアで正確な音楽再生を 

実現しています。また、シルバーに輝くエッジ部の内側には、シリアルナンバーが刻まれています。 

頭部に触れる、ヘッドバンドの内側は板バネの伸縮を利用したフリーアジャストサポートにより頭の形状や 

⼤きさに左右されない快適な装着感を実現しています。 

また、板バネを通気性に優れたメッシュ素材と柔らかなウレタンで覆うことで⻑時間の使用でも蒸れの少 

ない構造となっています。イヤーパッドには⾃動⾞や高級家具にも使用されているプロテインレザーを採用 
することで、肌あたりの優しい装用を実現しています。 

“Dharma D1000”は、独⾃の SBESL™テクノロジーを採用しているため、

同社のヘッドフォンアンプ『Athena A1』だけでなく様々なヘッドフォンアンプとの

組み合わせが可能です。またローインピーダンス・高感度のドライバーを使用す

ることでヘッドフォンアンプのドライブ⼒を十⼆分に発揮できるだけでなく、ポータブ

ルプレーヤーと直接接続しても高品質な音楽再生が可能です。 

着脱式のコネクタを採用しており、市販のケーブルへのリケーブルも可能です。 

ENIGMAcoustics のロゴが押印されたヘッドバンド 

フレームは一つ一つ手作業で縫製された本革を贅沢 

に使用し、高級感に溢れた仕上がりとなっています。 

◆高級感のあるレザー仕上げ 

◆様々な機器との組み合わせを可能にした⾃由度の⾼い設計 

◆人間工学に基づいた装着性 

◆Dharma D1000 のハウジング ◆いままでにない、平静なる音楽の世界へ 

◆Dharma D1000 のテクノロジー 
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